
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新聞記事から広がる世界 

 

 

 

 

 

 全部読まなくても大丈夫!気になったところを拾い読み!                                

新聞は朝刊で 30 ページを超える分量です。文字にして約 25 万

字、新書 1.5 冊分相当。全部読むのは大変です。 

 気になったところを拾い読みするだけでも、十分価値があります。 

 見出しは読もう!                          

大きな文字で書かれている見出しを読みましょう。 

見出しを読むと、どのようなことが書かれているのかが、おおよそ分

かります。興味があれば、記事を読み進めていきましょう。 

順番としては、 

1 見出しを読む（ここは出来るだけ） 

見出しで興味が湧いたら 

2 第一段落（前文）まで読む 

さらに興味が湧いたら 

3 もう少し先まで読む 

時間があり、詳しい内容が知りたければ 

4 最後まで読む 

                                  となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

短い時間でしっかり新聞を読もう
 

読み方の

基本１ 

 

 
読み方の

基本２ 

第一段落（前文） 

まで読む 

見出し 

を読む 

もう少し先 

まで読む 

最後 

まで読む 

新聞は「伝えたい 

大事なこと」を最初 

に書いています 
ここまで読むと 

概要がわかります 

まほら館には、新聞が毎朝４紙届きます。（南日本新聞、朝日新聞、読売新聞、

毎日新聞） 

新聞を読むことは、語彙や知識を増やしたり、自分の考えを深めたりすることに

つながります。 

まずは、自分の興味のある記事を新聞で読んでみましょう。 

 

 どこから読めばいい?毎日必見のページはここだ!                   

必見のページ １面・くらし面・社会面 

おすすめなのは、１面、くらし面、社会面の３つの面です。 

基本その２で紹介した「見出しを読む→第一段落まで読む→もう少し先まで読む→最後まで

読む」を基本に読んでいくと、この３面を１０分程度で読むことができます。 

 

 

 

 時間があれば・・・地域の情報や関心がある分野も読んで                                

 

地域総合面 コミュニケーションのきっかけになるかも！ 

総合面 ２～５面で、重要ニュースを深く細かく 

スポーツ面 
高校スポーツもプロリーグも！ 

もちろん鹿児島ユナイテッドの情報も！ 

文化面 美術展や展覧会など文化に関する話題 

 

 

 

 

 

１面 世の中のダイジェストが分かる 
３分 

重要ニュースを集めた「顔」 見出しは全部読もう！右の目次も読む助けに 

くらし面 くらしの話題やヒントが満載 
３分 

紙面の真ん中 ゆったりしたレイアウトで読みやすい！ 

社会面 社会のさまざまな情報をお届け 
４分 

テレビ欄に近いページ 事件・事故から心和む話題まで 

 

読み方の

基本３ 

 

あと 

10 分 
 

今回紹介した以外にも、新聞はいろいろな読み方が出来ます。 

ぜひ、自分流の新聞の読み方を作ってみてはいかがでしょうか？ 

本校・本校生徒が記事に掲載されることもあるのでチェックしてください。 


